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���प年
富
士
見
に
粛
然
と
参
列

本
学
の
創
立
１
１
９
周
年
記
念
式
典
は
、
６
月
１
日
の
創
立
記
念
日

に
、
約
３
０
０
名
が
東
京
富
士
見
に
粛
然
と
参
列
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

名
誉
博
士
号
授
与
、
永
年
勤
続
者
表
彰
が
併
催
さ
れ
た
。
卒
後
��
年
・

��
年
式
典
特
別
参
列
（
ジ
ュ
ビ
リ
ー
５
０
２
５
）
の
校
友
多
数
も
参
列

し
た
。
午
後
か
ら
は
祝
賀
会
が
、
ホ
テ
ル
エ
ド
モ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
創
立

１
１
９
周
年
記
念
式
典
は
、

定
刻
午
前
��
時
、
本
館
富
士

見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
宇
多
美
穂
庶
務
部
長

が
開
式
を
宣
し
、
築
土
神
社

の
神
職
に
よ
る
神
事
が
執
り

行
わ
れ
た
。

　
本
学
の
１
１
９
年
に
わ
た

る
歴
史
が
祝
詞
に
お
い
て

朗
々
と
奏
上
さ
れ
、
中
原

泉
理
事
長
が
神
前
に
進
み
で

て
、
玉
串
を
奉
奠
す
る
と
参

列
者
は
二
礼
二
拍
手
一
礼
を

も
っ
て
同
拝
し
た
。

　
次
に
、
藤
井
一
維
学
長
、

中
原
貴
理
事
、
蓮
見
壽
伯
理

事
、
小
林
隆
太
郎
理
事
、
渡

邉
儀
一
郎
校
友
会
会
長
が
玉

串
を
奉
奠
し
拝
礼
し
た
。

　
神
職
が
退
場
の
の
ち
、
中

原
理
事
長
が
、
創
立
１
１
９

周
年
記
念
式
典
に
立
ち
会
え

た
喜
び
と
感
謝
を
述
べ
た
。

　
式
辞
は
、
本
学
は
創
立
時

か
ら
地
の
利
に
恵
ま
れ
た
大

学
で
あ
る
と
し
、
富
士
見

町
、
東
小
金
井
、
飯
田
橋
駅

前
、
新
潟
浜
浦
町
、
神
楽
坂

上
と
本
学
校
地
の
発
展
を
改

め
て
披
露
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
の
卒
業
生
は

第
１
１
４
回
卒
で
あ
る
が
、

歯
科
大
学
・
歯
学
部
で
は
、

唯
一
、
三
桁
の
最
多
を
数
え

る
卒
業
回
数
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
披
露
し
た
。

　
次
に
、
藤
井
学
長
が
、
昨

年
の
中
原
理
事
長
の
式
典
挨

拶
で
、「
最
古
・
最
大
・
唯

一
・
最
多
の
四
つ
の
特
色
に

加
え
、
五
つ
目
の
〝
最
高
〟

を
目
指
す
」
と
宣
言
さ
れ
た

が
、
一
、
二
年
で
成
し
遂
げ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
学

長
任
期
二
期
目
の
う
ち
に

き
っ
か
け
ま
で
は
作
っ
て
お

き
た
い
と
述
べ
た
。

　
次
い
で
、渡
邉
儀
一
郎
校
友

会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
こ
こ
で
名
誉
博
士
号
授
与

に
移
っ
た
。

　
中
原
理
事
長
よ
り
、
石
井

拓
男
先
生
（
東
京
歯
科
大
学

常
勤
監
事
）
が
紹
介
さ
れ
、

愛
知
学
院
大
学
を
卒
業
さ

れ
、
同
衛
生
学
講
座
の
助
教

授
を
経
て
、
厚
生
省
に
入

省
、
保
険
局
歯
科
医
療
管
理

官
、
歯
科
衛
生
課
長
等
を
歴

任
さ
れ
、
退
官
後
に
は
東
京

歯
科
大
学
教
授
（
社
会
歯
科

学
）、
副
学
長
、
現
在
常
勤
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監
事
を
務
め
ら
れ
る
こ
と
、

と
り
わ
け
世
に
富
士
研
と
よ

ば
れ
る
歯
科
医
師
臨
床
研
修

指
導
医
Ｗ
Ｓ
の〝
生
み
の
親
〟

で
あ
る
こ
と
が
披
露
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
中
原
理
事
長
よ
り

石
井
先
生
に
、
第
��
号
の
名

誉
博
士
の
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。

　
こ
の
あ
と
石
井
先
生
よ

り
、
歯
科
厚
生
行
政
の
経
緯

と
進
展
に
つ
い
て
、
当
事
者

の
立
場
か
ら
興
味
深
い
逸
話

を
ふ
く
め
て
具
体
的
に
率
直

に
語
ら
れ
、
参
列
者
に
深
い

感
銘
を
与
え
た
。

　
つ
づ
い
て
、
永
年
勤
続
者

表
彰
に
移
る
。

　
��
年
勤
続
者
��
名
、
��
年

勤
続
者
��
名
が
呼
び
あ
げ
ら

れ
、
��
年
勤
続
者
を
代
表
し

名
誉

博
士

石
井
拓
男
先
生

Ӭ年ۈଓऀ୅දͷኍ҆ڭतͷँࣙ

▼
山
梨
県
の
三
塚
憲
二
先
生

（
��
回
卒
）
は
、
７
月
��
日

全
国
歯
科
医
師
国
民
健
康
保

険
組
合
の
理
事
会
に
お
い

歯
　
鏡

て
井
出
吉
昭
准
教
授
（
東

京
・
解
剖
）、��
年
勤
続
者
を

代
表
し
て
廣
安
一
彦
教
授

（
新
潟
・
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
）
が
、
中
原
理
事
長
よ
り

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
。
表

彰
者
を
代
表
し
て
廣
安
一
彦

教
授
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
お
わ
り
に
、
参
列
者
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
し
、
��
時
��

分
に
閉
式
し
た
。

　
こ
の
あ
と
会
場
を
移
し
て

��
時
よ
り
ホ
テ
ル
エ
ド
モ
ン

ト
に
お
い
て
、
祝
賀
会
が
催

さ
れ
た
。席
上
、中
原
貴
副
学

長
が
創
立
１
１
９
周
年
を
祝

し
て
開
宴
の
挨
拶
を
し
た
。

໊༪ത࢜ͷੴҪઌੜ

東
京
・
新
潟
の
新
職
員

記
念
碑
と
銅
像
を
清
拭

　
創
立
１
１
９
周
年
記
念
日

に
先
立
ち
５
月
��
日
に
、
両

学
部
の
新
職
員
が
記
念
碑
と

銅
像
の
清
拭
を
行
っ
た
。

て
、
無
投
票
で
理
事
長
に
再

選
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
同

理
事
長
を
２
０
１
７
年
か
ら

務
め
ら
れ
、
今
回
で
５
期
目

で
す
。

　
先
生
は
、
山
梨
県
歯
科
医

師
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
山

梨
で
は
、
ア
ポ
な
し
で
県
知

事
に
面
会
さ
れ
る
そ
う
で

す
。

▼
５
年
の
渡
邊
郁
美
さ
ん

（
新
潟
）、
佐
藤
愛
里
沙
さ

ん
（
東
京
）
か
ら
、
７
月
に

美
麗
な
絵
ハ
ガ
キ
の
お
便
り

を
頂
き
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス

の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
へ

交
換
学
生
中
で
し
た
。
コ
ロ

ナ
後
、
姉
妹
校
と
の
交
換
学

生
は
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｎ
）
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小
・
中
・
高
校
生
等
二
四
九
人
参
加

ハ
ノ
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
新
潟

　
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
は
、
去
る

５
月
��
日
に
総
会
を
開
催
し
、
渡
邉

儀
一
郎
会
長
を
再
任
し
た
。
渡
邉
会

長
は
、
昭
和
��
年
本
学
卒
業
（
第
��

回
卒
）。
令
和
５
年
（
２
０
２
３
）

か
ら
校
友
会
会
長
を
務
め
る
。

　
日
本
歯
科
大
学
歯
学
会
は
、
６
月

７
日
に
総
会
を
開
催
し
、
生
命
歯
学

部
歯
科
補
綴
学
第
二
講
座
の
五
味
治

徳
教
授
を
会
長
に
選
任
し
た
。
五
味

新
会
長
は
、
昭
和
��
年
本
学
卒
業

（
第
��
回
卒
）、
平
成
３
年
３
月
大
学

院
歯
学
研
究
科
修
了
。
平
成
５
年
８

月
、
歯
学
部
歯
科
補
綴
学
教
室
第
二

講
座
助
手
、
講
師
、
准
教
授
を
経
て
、

平
成
��
年（
２
０
１
５
）
教
授
に
就

任
。任
期
２
年
。

校
友
会
会
長
に
渡
邉
先
生
再
任

歯
学
会
会
長
に
五
味
教
授
新
任五味歯学会会長 渡邉校友会会長

残暑 খɾதߴɾ ੜ͕ϋϊγΰτͷϛογϣϯʹ௅ઓʂ 秋分ߍ

　
生
命
歯
学
部
歯
科
保
存
学

講
座
の
三
枝
慶
祐
助
教
は
、

日
本
歯
科
医
師
会
主
催
の
全

国
歯
科
大
学
・
歯
学
部
若
手

歯
科
医
師
臨
床
症
例
発
表
会

に
お
い
て
、
演
題
「
垂
直
性

歯
根
破
折
を
起
こ
し
た
上
顎

右
側
第
二
小
臼
歯
に
根
管
内

接
着
法
併
用
意
図
的
再
植
術

を
応
用
し
良
好
な
治
癒
が
得

ら
れ
た
一
症
例
」
で
、
適
切

な
診
査
診
断
か
ら
治
療
へ
の

プ
ロ
セ
ス
を
視
覚
的
に
分
か

り
や
す
く
発
表
し
た
こ
と
等

が
評
価
さ
れ
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

三
枝
助
教

最
優
秀
賞
受
賞

　
新
潟
生
命
歯
学
部
と
新
潟

短
期
大
学
の
共
催
イ
ベ
ン
ト

「
ハ
ノ
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
５
～
ハ
ノ
シ
ゴ

ト
に
潜
入
せ
よ
！
～
」
が
、

７
月
��
日
に
新
潟
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

　
歯
や
お
口
に
関
す
る
仕
事

に
つ
い
て
、
広
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
目
的
で
、

新
潟
県
内
外
の
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
を
対
象
と
し

て
、
１
１
２
組
２
４
９
人
と

い
う
多
く
の
方
に
参
加
い
た

だ
い
た
。
今
年
度
は
京
都
や

栃
木
と
い
っ
た
遠
方
か
ら
の

参
加
も
あ
っ
た
。

　
副
題
で
あ
る
「
ハ
ノ
シ
ゴ

ト
に
潜
入
せ
よ
」
の
も
と
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
①
歯
の
模
型
を

ピ
カ
ピ
カ
に
し
よ
う
！
（
は

み
が
き
体
験
実
習
）、
②
ハ

ノ
シ
ゴ
ト
の
病
院
に
潜
入
調

査
！
（
病
院
ツ
ア
ー
）、
③

歯
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ

う
！
（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
製

作
）
の
３
つ
の
企
画
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
体
験
実
習
）
と
し

て
実
施
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
医
の
博
物
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
、
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
、
ハ
ノ
セ
カ
イ
の

道
具
展
示
ブ
ー
ス
、
は
み
が
き

ワ
ー
ル
ド
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
よ
る
景
品
交
換
な
ど
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
楽
し
く

学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
去
年
と

ち
が
う
体
験
が
で
き
て
楽
し

く
学
べ
ま
し
た
！
」、「
子
ど

も
の
将
来
の
進
路
選
択
の
参

考
に
な
り
ま
し
た
」、「
将
来

こ
ち
ら
の
大
学
に
学
生
と
し

て
お
世
話
に
な
り
た
い
そ
う

で
す
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
広

報
部
会
の
教
職
員
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
し
、
新
潟
生
命

歯
学
部
と
新
潟
短
期
大
学
の

教
職
員
、
新
潟
生
命
歯
学
研

究
科
の
大
学
院
生
お
よ
び
新

潟
短
大
歯
科
衛
生
学
専
攻
の

専
攻
科
生
の
協
力
を
得
て
開

催
に
至
っ
た
。

（
新
潟
生
命
歯
学
部
広
報
部
会
）

柵
木
准
教
授�

受
賞

　
生
命
歯
学
部
接
着
歯
科
学

講
座
の
柵
木
寿
男
准
教
授

は
、
��
月
��
日
の
第
��
回
日

本
接
着
歯
学
会
学
術
大
会
に

お
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
演

題
「
多
用
途
オ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
ア
ド
ヒ
ー
シ
ブ
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
象
牙
質
レ
ジ
ン
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
応
用
時
の
被
膜
厚

さ
」
で
、
発
表
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

古
木
院
生
も
受
賞

　
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

接
着
歯
科
学
の
古
木
健
輔
大

学
院
生
は
、
��
月
��
日
の
第

��
回
日
本
接
着
歯
学
会
学
術

大
会
に
お
い
て
、
口
頭
発
表

演
題
「
新
規
薄
膜
オ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ド

ヒ
ー
シ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
歯
頸

部
齲
蝕
罹
患
象
牙
質
に
対
す

る
量
的
質
的
接
着
評
価
」

で
、
発
表
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。

新
海
名
誉
教
授�

受
賞

　
新
海
航
一
名
誉
教
授
は
、

６
月
５
日
の
第
１
６
２
回
日

本
歯
科
保
存
学
会
２
０
２
５

年
度
春
季
学
術
大
会
に
お
い

て
、
２
０
２
５
年
度
日
本
歯

科
保
存
学
会
学
術
賞
な
ら
び

に
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。



（
注

）
一

般
選

抜
入

学
試

験
（

前
期

・
後

期
）・

大
学

入
試

η
ン

λ
ー

試
験

利
用

入
学

試
験

（
前

期
・

後
期

）
は

，
生

命
歯

学
部

（
東

京
）

と
新

潟
生

命
歯

学
部

共
通

の
試

験
で

行
い

，
併

願
可

能
。

2026
年
度（
令
和
８
）
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
要
項

試
験

区
分

学
　

　
部

募
集

人
員

出
願

期
間

出
願

場
ॴ

・
試

験
場

試
験

科
目

等

試
験

日

合
格

発
表

手
続

期
限

推
薦
入
学
試
験

新
潟
生
命
歯
学
部

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部
（
東
京
）

日
本

歯
科

大
学

新
潟

生
命

歯
学

部
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に
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学
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଎
ୡ

༣
ศ

で
発

ૹ
す

る
本

人
に

合
൱

通
஌

を
଎

ୡ
༣

ศ
で

発
ૹ

新
潟

生
命

歯
学

部
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
ಉ

日
ޕ

後
̐

࣌
Ҏ

߱
に

ܝ
ࡌ

英
語

খ
テ

ス
ト

，
໘

઀
試

験
と

΋
ฏ

੒
ù

Ā
೥

ø
ø

݄
ø

Ā
日

㈰

༣
ૹ

・
૭

ޱ
と

΋
ɿ

ù̕
೥

ø÷݄̔
日

㈬
ʙ

øø݄
øý日

㈭
必

着

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̍̌
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

ฏ
੒

ùĀ೥

̔
݄

ùÿ日
㈪

ʙ

̕
݄

̓
日

㈭

ฏ
੒

ù̕
೥

̕
݄

øú日
㈬

ʙ
̕

݄
ùù日

㈮

ฏ
੒

ù̕
೥

ø
ø

݄
̔

日
㈬

ʙ
ø

ø
１݄̓

日
㈮

ฏ
੒

ù̕
೥

̕
݄

̕
日

㈯

ฏ
੒

ù̕
೥

̕
݄

ø
ù

日
㈫

ฏ
੒

ù̕
೥

ø
ø

݄
̑

日
㈰

ฏ
੒

ù̕
೥

ø
ø

݄
̓

日
㈰

ฏ
੒

ùĀ೥

ø÷݄
ùú日

㈪
ʙ

øø݄
１

日
㈭

出
願

ࢿ
格

ʢ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
が

必
須
，
昨
年
度
参
加
可
）

・
目

ඪ
を

定
Ί

ͦ
の

࣮
ݱ

の
た

Ί
に

ੵ
ۃ

త
に

行
ಈ

す
る

こ
と

の
で

͖
る

，
目

ඪ
ҙ

ࣝ
と

ҙ
ཉ

の
あ

る
ऀ

・
ҩ

ྍ
人

に
;

さ
Θ

し
い

高
い

ྙ
理

؍
΍

ద
ੑ

を
࣋

たͬ
ऀ

・
本

学
Ҏ

֎
の

म
学

・
ࢤ

๬
は

ߟ
͑

て
お

Β
ͣ

ɺ
合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

໿
で

る͖
ऀ

・
ͦ

の
ଞ

，
高

等
学

校
ଔ

ۀ
ऀ

と
ಉ

等
Ҏ

上
の

学
ྗ

が
あ

る
と

認
Ί

Β
れ

る
ऀ

等
・

・
・

選
抜

ํ
๏

１
）

高
等

学
校

ௐ
ࠪ

書
２

）
໘

઀
試

験（
グ

ル
ー

プ
・

ݸ
人

）
３

）
࣮

ٕ
ධ

Ձ
̐

）
ࢿ

格
औ

ಘ
ঢ়

گ
，

จ
化

・
ܳ

ज़
・

ス
ϙ

ー
π

の
分

໺
΍

Ϙ
ϥ

ン
テ

ィ
Ξ

׆
ಈ

な
Ͳ

΋
ධ

Ձ

出
願

ࢿ
格

（
ެ

募
੍

）
１

）
ฏ

੒
ùĀ೥

３݄
ଔ

ۀ
ऀ

ฒ
ͼ

に
ฏ

੒
ú÷೥

３
݄

ଔ
ۀ

ݟ
ࠐ

Έ
の

ऀ
で

学
ۀ

੒
੷

が
ྑ

޷
で

ক
དྷ

歯
科

ҩ
ྍ

を
୲

͏
ऀ

と
し

て
高

等
学

校
௕

が
ਪ

ન
す

る
ऀ

２
）

本
学

΁
の

入
学

の
ҙ

ࢤ
を

༗
し


合
格

し
た

場
合

に
入

学
を

確
໿

で
る͖

ऀ

選
抜

ํ
๏

１
）

英
語

খ
テ

ス
ト

２
）

໘
઀

試
験

出
願

ࢿ
格（

指
定

校
・੍ެ

募
੍

）
歯

科
ҩ

ྍ
୲

౰
ऀ

と
し

て
，

े
分

な
学

ྗ
と

高
い

目
త

ҙ
ࣝ

を
࣋

ͪ
，

૬
手

の
ؾ

࣋
ͪ

を
理

解
で

͖
る

人
間

ੑ
๛

͔
な

ऀ
で

，
࣍

の
৚

݅
を

ຬ
た

す
こ

と
。１

）
ฏ

੒
ú÷೥

３
݄

ଔ
ۀ

ݟ
ࠐ

Έ
の

ऀ
で

，
ক

དྷ
歯

科
ҩ

ྍ
を

୲
͏

ऀ
と

し
て

高
等

学
校

௕
が

ਪ
ન

す
る

ऀ
２

）
本

学
΁

の
入

学
の

ҙ
ࢤ

を
༗

し

合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

໿
で

る͖
ऀ

選
抜

ํ
๏

１
）

高
等

学
校

ௐ
ࠪ

書
２

）
英

語
খ

テ
ス
ト

３
）

খ
࿦

จ
̐

）
໘

઀
試

験

ฏ
੒

ùĀ೥
øø݄

øû日
㈫

に
本

人
と

高
等

学
校

௕
Ѽ

に
合

൱
通

஌
を

଎
ୡ

༣
ศ

で
発

ૹ
す

る

英
語

খ
テ

ス
ト

，খ
࿦

จ
，໘

઀
試

験
と

΋
ฏ

੒
ù

Ā
೥

ø
ø

݄
ø

ù
日

㈰

༣
ૹ

āùĀ೥
øø݄

１
日

㈬
ʙ

øø݄
Ā日

㈭
必

着
૭

ޱ
āùÿ೥

øø݄
ÿ日

㈬
ŋ

øø݄
Ā日

㈭

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̍̌
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

༣
ૹ

ɿ
ú÷೥

１݄
日̑

㈮
ʙ

１݄
ùü日

㈭
必

着
૭

ޱ
ɿ

ú÷೥
１݄

ùü日
㈭

・
１݄

ùý日
㈮

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̕
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

༣
ૹ

ɿ
ú÷೥

１݄
øø日

㈭
ʙ

１݄
ùü日

㈭
必

着
૭

ޱ
ɿ

ú÷೥
１݄

ùü日
㈭

・
１݄

ùý日
㈮

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̕
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

༣
ૹ

ɿ
ú÷೥

２݄
ùø日

㈬
ʙ

２݄
ùÿ日

㈬
必

着
૭

ޱ
ɿ

ú÷೥
２݄

ùÿ日
㈬

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̕
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

༣
ૹ

ɿ
ú÷೥

２݄
ùø日

㈫
ʙ

２݄
ùÿ日

㈬
必

着
૭

ޱ
ɿ

ú÷೥
２݄

ùÿ日
㈬

�૭
ޱ
ड
෇
࣌
ؒ
ɹ̕
ɿ̌

ʙ̌̍
ɿ̒̌
̌

日
本

歯
科

大
学

生
命

歯
学

部
（

東
京

）
˟

ø
÷
ù
�ÿ

ø
ü
Ā
ç
東

京
౎

ઍ
୅

ా
区

෋
࢜

ݟ
１

Ȃ̕
Ȃ
ù
÷
ç☎

÷
ú
Ȃ
ú
ù
ý
ø
Ȃ
ÿ
ú
ø
ø

学
ྗ

試
験

，
໘

઀
試

験
と

΋
ฏ

੒
ú

÷
೥

２
݄

１
日

㈭

ฏ
੒

ú÷೥
２

݄
̐

日
㈰

øù࣌
，生

命
歯

学
部（

東
京

）に
ܝ

ࣔ
，合

格
ऀ

に
「

入
学

手
続

要
߲

」
を

༣
ૹ

す
る

ฏ
੒

ú÷೥
２

݄
̓

日
㈬

øù࣌
，生

命
歯

学
部（

東
京

）に
ܝ

ࣔ
，合

格
ऀ

に
「

入
学

手
続

要
߲

」
を

༣
ૹ

す
る

ฏ
੒

ú÷೥
３

݄
̓

日
㈬

øù࣌
，生

命
歯

学
部（

東
京

）に
ܝ

ࣔ
，合

格
ऀ

に
「

入
学

手
続

要
߲

」
を

༣
ૹ

す
る

ฏ
੒

ú÷೥
３

݄
̓

日
㈬

øù࣌
，生

命
歯

学
部（

東
京

）に
ܝ

ࣔ
，合

格
ऀ

に
「

入
学

手
続

要
߲

」
を

༣
ૹ

す
る

一
般
選
抜
前
期
入
学
試
験

大
学
入
試
η
ϯ
λ
ʔ
試
験
利
用
前
期
入
学
試
験

一
般
選
抜
後
期
入
学
試
験

大
学
入
試
η
ϯ
λ
ʔ
試
験
利
用
後
期
入
学
試
験

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

໘
઀

試
験

ɿ
ฏ

੒
ùĀ೥

２
݄

̑
日

㈪
学

ྗ
試

験
，

໘
઀

試
験

と
΋

ฏ
੒

ú
÷

೥
３

݄
̐

日
㈰

໘
઀

試
験

ɿ
ฏ

੒
ú÷೥

３
݄

̐
日

㈰

学
ྗ

試
験

１
ɽ

英
語

ɿ
「

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
英

語
Ⅰ

」
「

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
英

語
Ⅱ

」
「

英
語

表
ݱ

Ⅰ
」

２
ɽ

ࠃ
語

・
数

学
ɿ

「
ࠃ

語
૯

合
」（

ۙ
୅

Ҏ
߱

の
จ

ষ
），「

数
学

Ⅰ
・̖

」
の

͏
ͪ

͔
Β

，１
科

目
を

選
択

す
る

３
ɽ

理
科

ɿ
「

物
理

基
礎

・
物

理
」，「

化
学

基
礎

・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
͏

ͪ
͔

Β
，１

科
目

を
選

択
す

る
ܭ

３
科

目

໘
઀

試
験

ɿ
ड

験
生

本
人

に
ର

し
，

ݸ
ʑ

に
行

͏

໘
઀

試
験

　
ड

験
生

本
人

に
ର

し
，

ݸ
ʑ

に
行

͏
（

注
）

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
試

η
ン

λ
ー

試
験

の
ڭ

科
・

科
目

は
Ҏ

Լ
の

と
お

り
な

の
で

，
こ

れ
Β

の
科

目
を

ड
験

し
て

お
く

こ
と

１
ɽ

֎
ࠃ

語
ɿ

「
英

語
」必

ਢ
（

Ϧ
ス

ニ
ン

グ
を

আ
く

）
２

ɽ
ࠃ

語
・

数
学

ɿ
「

ࠃ
語

૯
合

」（
ۙ

୅
Ҏ

߱
の

จ
ষ

），
「

数
学

Ⅰ
・̖

」の
͏

ͪ
͔

Β
，

１
科

目
を

選
択

す
る

３
ɽ

理
科

ɿ
「

物
理

基
礎

」，「
化

学
基

礎
」，

「
生

物
基

礎
」の

͏
ͪ

͔
Β

，
２

科
目

，ま
た

は
「

物
理

」，「
化

学
」，「

生
物

」
の

͏
ͪ

͔
Β

，１
科

目
を

選
択

す
る

˞
理

科
（

基
礎

を
෇

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
ड

験
し

た
場

合
は

，ୈ
１

解
答

科
目

の
Έ

を
合

൱
൑

定
に

࢖
用

す
る

。
「

英
語

」
に

つ
い

て
は

Ϧ
ス

ニ
ン

グ
の

੒
੷

は
利

用
し

な
い

໘
઀

試
験

　
ड

験
生

本
人

に
ର

し
，

ݸ
ʑ

に
行

͏
（

注
）

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
試

η
ン

λ
ー

試
験

の
ڭ

科
・

科
目

は
Ҏ

Լ
の

と
お

り
な

の
で

，
こ

れ
Β

の
科

目
を

ड
験

し
て

お
く

こ
と

１
ɽ

֎
ࠃ

語
ɿ

「
英

語
」必

ਢ
（

Ϧ
ス

ニ
ン

グ
を

আ
く

）
２

ɽ
ࠃ

語
・

数
学

ɿ
「

ࠃ
語

૯
合

」（
ۙ

୅
Ҏ

߱
の

จ
ষ

），
「

数
学

Ⅰ
・̖

」の
͏

ͪ
͔

Β
，

１
科

目
を

選
択

す
る

３
ɽ

理
科

ɿ
「

物
理

基
礎

」，「
化

学
基

礎
」，

「
生

物
基

礎
」の

͏
ͪ

͔
Β

，
２

科
目

，ま
た

は
「

物
理

」，「
化

学
」，「

生
物

」
の

͏
ͪ

͔
Β

，１
科

目
を

選
択

す
る

˞
理

科
（

基
礎

を
෇

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
ड

験
し

た
場

合
は

，ୈ
１

解
答

科
目

の
Έ

を
合

൱
൑

定
に

࢖
用

す
る

。
「

英
語

」
に

つ
い

て
は

Ϧ
ス

ニ
ン

グ
の

੒
੷

は
利

用
し

な
い

学
ྗ

試
験

１
ɽ

英
語

ɿ
「

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
英

語
Ⅰ

」
「

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
英

語
Ⅱ

」
「

英
語

表
ݱ

Ⅰ
」

２
ɽ

ࠃ
語

・
数

学
ɿ

「
ࠃ

語
૯

合
」（

ۙ
୅

Ҏ
߱

の
จ

ষ
），「

数
学

Ⅰ
・̖

」
の

͏
ͪ

͔
Β

，１
科

目
を

選
択

す
る

３
ɽ

理
科

ɿ
「

物
理

基
礎

・
物

理
」，「

化
学

基
礎

・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
͏

ͪ
͔

Β
，１

科
目

を
選

択
す

る
ܭ

３
科

目

໘
઀

試
験

ɿ
ड

験
生

本
人

に
ର

し
，

ݸ
ʑ

に
行

͏

ฏ
੒

ù
Ā

೥
ø

ø
݄

ú
÷

日
㈭

ฏ
੒

ù
ÿ

೥
ø

ø
݄

ù
ù

日
㈬

ฏ
੒

ú
÷

೥
２

݄
ø

û
日

㈬
ฏ

੒
ú

÷
೥

２
݄

ø
ý

日
㈮

ฏ
੒

ú
÷

೥
３

݄
ø

ü
日

㈭
ฏ

੒
ú

÷
೥

３
݄

ø
ü

日
㈭

໿
ø

÷
໊

（
指

定
校

੍
・

ެ
募

੍
）

໿
ÿ

໊
໿

ÿ
໊

໿
ü

ú
໊

໿
ú

ü
໊

໿
ù

÷
໊

໿
ø

ü
໊

໿
ø

÷
໊

ए
ׯ

໊
ए

ׯ
໊

໿
ü

໊
໿

û
÷

໊
（

指
定

校
੍

・
ެ

募
੍

）

A
O
入
学
試
験

Ⅰ
期

A
O
入
学
試
験

Ⅱ
期

ʢ̏） 　　　ୈ̒̕̕߸日 本 歯 科 大 学 新 聞̎̌̎̑ 年ʢྩ࿨̓年）̔ ݄̏̍ ೔

試
験

区
分

総
合
型
選
抜

Ⅰ
期

総
合
型
選
抜

Ⅱ
期

学
　
校
　
推
　
薦
　
型
　
選
　
抜

一
般
選
抜（
前
期
）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜（
前
期
）

一
般
選
抜（
後
期
）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜（
後
期
）

学
　

　
部

新
潟
生
命
歯
学
部

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部
（
東
京
）

生
命
歯
学
部（
東
京
）
新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

募
集

人
員

約
2
0
名

約
1
5

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
4
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
5
3

名
約

3
０

名
約

2
0
名

約
1
0
名

約
1
0
名

若
干

名
約

5
名

若
干

名

出
願

期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出

願
で
も
必
要
書
類
の
郵
送
が
必
須
で
す
。
下
記
出
願
期
間
内
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。）

令
和
７
年

1
0
月
１
日

㈬
～

1
0
月
2
0
日

㈪
必

着

令
和
７
年

1
2
月
１
日

㈪
～

1
2
月
1
5
日

㈪
必

着
令
和

7
年
11月

1日
㈯
～
11月

17日
㈪
必
着

令
和

7
年
11月

1日
㈯
～
11月

10日
㈪
必
着

令
和

8
年

1
月

5
日

㈪
～

1
月

22日
㈭

必
着

令
和

8
年

1
月

5
日

㈪
～

1
月

22日
㈭

必
着

令
和

8
年

2
月
13日

㈮
～

2
月
24日

㈫
必
着

令
和

8
年

2
月
13日

㈮
～

2
月
24日

㈫
必
着

書
類

提
出

先
・

試
験

場
日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951-8580 新

潟
県

新
潟

市
中

央
区

浜
浦

町
1
-
8
 ☎

025-267-1500（
代

表
）

日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
（
東
京
）

〒
102-8159 東

京
都
千
代
田
区
富
士
見

1
-
9
-20 ☎

03-3261-8311（
代
表
）

試
験

科
目

等

出
願
資
格

（
�オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
が
必

須
，
昨
年
度
参
加
可
）

・
  目

標
を

定
め

そ
の

実
現

の
た

め
に

積
極

的
に

行
動

す
る

こ
と

の
で

き
る
，
目
標
意
識
と
意
欲
の
あ
る
者

・
  医

療
人

に
ふ

さ
わ

し
い

高
い

倫
理

観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
  本

学
部

以
外

の
修

学
・

志
望

は
考

え
て

お
ら

ず
，

合
格

し
た

場
合

に
は

必
ず

本
学

部
へ

の
入

学
を

確
約

で
き
る
者

・
  そ

の
他

，
高

等
学

校
卒

業
者

と
同

等
以

上
の

学
力

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
者

等
（
詳

細
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
）

選
抜
方
法

１
）
 高
等
学
校
調
査
書

２
）
面
接
試
験

３
）

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

４
）
 資

格
取

得
状

況
，文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

の
分

野
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

も
評

価

出
願
資
格
（
公
募
制
）

１
）
 令

和
７

年
３

月
卒

業
者

並
び

に
令

和
８

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者

で
，

人
物
・

健
康

と
も

に
優

れ
学

業
成

績
が

良
好

で
学
校
長
が
推
薦
す
る
者

２
）
 合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
小
論
文

３
）
面
接
試
験

出
願
資
格
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

　
本

学
の

基
本

理
念

と
教

育
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，
次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

１
）
 令

和
８

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者
で
，
人
物
・
健
康
と
も
に

優
れ
学
校
長
が
推
薦
す
る
者

２
）
 合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

学
力
試
験

１
．
英
　
語
：

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
」

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
」

「
論
理
・
表
現
Ⅰ
」

を
出
題
範
囲
と
す
る
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数
学
Ⅰ

，
数
学
Ａ
』

の
う
ち
か
ら
，
１
科
目
を
選
択

す
る
。

３
．
理
　
科
：

「
物
理
基
礎
・
物
理
」

「
化
学
基
礎
・
化
学
」

「
生
物
基
礎
・
生
物
」

の
う

ち
か

ら
，

１
科

目
を

選
択

す
る
。

面
接
試
験

受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う
。

面
接
試
験

受
験

生
本
人
に
対
し
，
個
々
に
行
う
。

（
注
）
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科
・

科
目

は
以

下
の

と
お

り
な

の
で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受
験
し
て
お
く
こ
と
。

１
．
 外
国
語
：

『
英
語
』
(リ

ス
ニ
ン
グ
を
除
く
)

必
須
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数

学
Ⅰ
，

数
学
Ａ
』

の
う
ち
か

ら
，
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 国

語
の

配
点

は
110点

を
100

点
に
圧
縮
換
算
す
る
。

３
．
理
　
科
：

『
物
理
基
礎
／
化
学
基
礎
／

 生
物
基
礎
／
地
学
基
礎
』，

『
物
理
』，『

化
学
』，『

生
物
』
の

う
ち
か
ら
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 理

科
に

お
い

て
２

科
目

受
験

し
た

場
合

は
，

第
１

解
答

科
目

の
み

を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

※
 『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎
』

を
選

択
す

る
場

合
は
，「

物
理

基
礎
」「

化
学

基
礎
」「

生
物

基
礎
」

の
う

ち
，

い
ず

れ
か

２
つ

の
出

題
範

囲
を

選
択

す
る
こ
と
。

学
力
試
験

１
．
英
　
語
：

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
」

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
」

「
論
理
・
表
現
Ⅰ
」

を
出
題
範
囲
と
す
る
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数
学
Ⅰ

，
数
学
Ａ
』

の
う

ち
か

ら
，
１

科
目

を
選

択
す
る
。

３
．
理
　
科
：

「
物
理
基
礎
・
物
理
」

「
化
学
基
礎
・
化
学
」

「
生
物
基
礎
・
生
物
」

の
う

ち
か

ら
，

１
科

目
を

選
択

す
る
。

面
接
試
験

受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う
。

面
接
試
験

受
験

生
本
人
に
対
し
，
個
々
に
行
う
。

（
注
）
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科
・

科
目

は
以

下
の

と
お

り
な

の
で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受
験
し
て
お
く
こ
と
。

１
．
外
国
語
：

『
英
語
』
(リ

ス
ニ
ン
グ
を
除
く
)

必
須
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』
(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数

学
Ⅰ
，

数
学
Ａ
』

の
う
ち
か

ら
，
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 国

語
の

配
点

は
110点

を
100

点
に
圧
縮
換
算
す
る
。

３
．
理
　
科
：

『
物
理
基
礎
／
化
学
基
礎
／

 生
物
基
礎
／
地
学
基
礎
』，

『
物
理
』，『

化
学
』，『

生
物
』
の

う
ち
か
ら
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 理

科
に

お
い

て
２

科
目

受
験

し
た

場
合

は
，

第
１

解
答

科
目

の
み

を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

※
 『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎
』

を
選

択
す

る
場

合
は
，「

物
理

基
礎
」「

化
学

基
礎
」「

生
物

基
礎
」

の
う

ち
，

い
ず

れ
か

２
つ

の
出

題
範

囲
を

選
択

す
る
こ
と
。

試
験

日
令
和

7
年

10月
25日

㈯
令
和

7
年

12月
21日

㈰
小
論
文

，
面
接
試
験
と
も

令
和

7
年
11月

22日
㈯

英
語

小
テ

ス
ト

，
小

論
文

，
面

接
試

験
と

も
令
和

7
年
11月

15日
㈯

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

8
年

2
月

1
日

㈰
面
接
試
験
の
み

令
和

8
年

2
月

8
日

㈰
学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

8
年

3
月

1
日

㈰
面
接
試
験
の
み

令
和

8
年

3
月

1
日

㈰

合
格

発
表

令
和

7
年

11月
4
日

㈫
令
和

7
年

12月
22日

㈪
令

和
7
年
12月

1日
㈪

に
本

人
と

高
等

学
校

長
宛

に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る
。

令
和

7
年
12月

1
日

㈪
に

本
人

と
高

等
学

校
長

宛
に

合
否

通
知

を
速

達
郵
便
で
発
送
す
る
。

令
和

8
年

2
月

4
日

㈬
12時

，
生
命

歯
学
部
（

東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」を

郵
送
す
る
。

令
和

8
年

2
月
10日

㈫
12

時
，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入

学
手

続
要

項
」

を
郵

送
す

る
。

令
和

8
年

3
月

3
日

㈫
10

時
，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」

を
郵
送
す
る
。

令
和

8
年

3
月

3
日

㈫
10

時
，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入

学
手

続
要

項
」

を
郵

送
す
る
。

本
人

に
合

否
通

知
を

速
達

郵
便

で
発

送
す

る
。

手
続

期
限

令
和

7
年

11月
14日

㈮
令
和

8
年

1
月

5
日

㈪
令
和

7
年

1
2
月

1
1
日

㈭
令
和

7
年

1
2
月

1
1
日

㈭
令
和

8
年

2
月

1
3
日

㈮
令
和

8
年

2
月

1
9
日

㈭
令
和

8
年

3
月

1
3
日

㈮
令
和

8
年

3
月

1
3
日

㈮

（
注

１
）

一
般

選
抜

（
前

期
・

後
期

）・
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

利
用

選
抜

（
前

期
・

後
期

）
は

，
生

命
歯

学
部

（
東

京
）

と
新

潟
生

命
歯

学
部

共
通

の
試

験
で

行
い

，
併

願
可

能
。

（
注

２
）『

　 』
は

大
学

入
学

共
通

テ
ス
ト

に
お

け
る

出
題

科
目

を
表

し
，「

  」
は

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

上
設

定
さ

れ
て

い
る

科
目

を
表

し
ま

す
。

ま
た

，『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎

』
に

あ
る

“
／

  ”
は

，
一

つ
の

出
題

科
目

の
中

で
複

数
の

出
題

範
囲

を
選

択
解

答
す

る
こ

と
を

表
し

ま
す

。

（
注

３
）

上
記

の
情

報
は

予
告

な
く

変
更

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
，

最
新

の
情

報
は

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

ご
確

認
く

だ
さ

い
。




